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埼経協ニュース400号

本
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
協
働
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、「
科
学
の
甲
子
園
」
を

支
援
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

「
科
学
の
甲
子
園
」
は
、
国
立
研
究

開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
が
主
催

す
る
、
高
等
学
校
等
の
生
徒
チ
ー
ム
を

対
象
と
し
た
、
理
科
・
数
学
・
情
報
に

お
け
る
複
数
分
野
の
競
技
を
行
う
取
組

で
、
各
都
道
府
県
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た

代
表
校
が
集
い
、
競

い
合
い
、
活
躍
で
き

る
場
と
し
て
、
平
成

二
三
年
度
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
た
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

本
会
は
、
第
四
回

大
会
か
ら
協
働
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
り
、
第

五
回
大
会
か
ら
は
、

本
会
会
員
企
業
が
協

働
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な

り
予
選
と
な
る
県
大

会
か
ら
全
国
大
会
ま

で
一
貫
し
て
応
援
す

る
、
全
国
初
の
取
組

を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た

取
組
等
が
高
く
評
価

さ
れ
、
平
成
三
〇
年
三
月
に
開
催
さ
れ

る
、
第
七
回
か
ら
第
九
回
の
全
国
大
会

の
本
県
誘
致
に
成
功
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
の
成
功
に
向
け
、
協
働
パ

ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
研
究
機
関
で
あ
る

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機

構
が
主
催
す
る
「
科
学
の
甲
子
園
」
へ

の
協
賛
・
応
援
は
、
企
業
名
・
サ
イ
ン

（
ロ
ゴ
）
の
掲
出
・
紹
介
等
を
通
じ
、

科
学
技
術
及
び
教
育
振
興
を
推
進
す
る

企
業
イ
メ
ー
ジ
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
実
践
す
る

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
に
も
大
い
に
貢

献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
是
非

と
も
積
極
的
な
ご
応
募
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
ご
送
付
い

た
し
ま
し
た
ご
案
内
等
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

�
問
い
合
せ
先

埼
玉
県
経
営
者
協
会

根
岸
・
白
井

（
0
4
8
―
6
4
7
―
4
1
0
0
）

産
学
官
が
創
る
科
学
祭
「
科
学
の
甲
子
園
」

協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
（
協
賛
企
業
・
応
援
企
業
）
募
集

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報
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科科
学学
のの
甲甲
子子
園園
埼埼
玉玉
県県
大大
会会

全全
国国
大大
会会

第第
七七
回回
かか
らら
第第
九九
回回
のの
全全
国国
大大
会会
をを
埼埼
玉玉
県県
でで
開開
催催

科
学
の
甲
子
園
開
催
日
程

○
埼
玉
県
大
会

平
成
二
九
年
一
一
月
四
日
㈯

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

○
全
国
大
会

平
成
三
〇
年
三
月
一
六
日
㈮
〜

三
月
一
九
日
㈪

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

さ
い
た
ま
市
記
念
総
合
体
育
館
等

埼玉県大会表彰式

8・9

第6回全国大会出場のみなさん

全国大会実技競技会場
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二
〇
一
七
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
へ
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

既
存
事
業
の
市
場
拡
大
が
難
し
い
い
ま
、

多
く
の
会
社
で
新
事
業
を
つ
く
ろ
う
と
し

て
い
る
。
新
た
な
収
益
の
柱
と
な
り
う
る

事
業
の
開
発
は
、
会
社
の
存
続
・
成
長
を

左
右
す
る
大
切
な
問
題
だ
が
、
多
く
の
会

社
は
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
に
失
敗
し
て

い
る
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
新
事
業
を

「
い
ま
ま
で
の
経
験
で
で
き
る
も
の
」
と

考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

い
ま
あ
る
既
存
事
業
も
、
も
と
も
と
は

新
事
業
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
違

う
い
ま
、
当
時
の
や
り
方
で
事
業
開
発
を

し
よ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
成
功
し
な

い
の
が
現
実
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
七
月
三
日
㈪
の

平
成
二
九
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
エ
ム
ケ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ソ
シ
エ

イ
ツ

代
表

河
瀬

誠
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「『
あ
な
た
の
会
社
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
』
〜
普
通
の
社
員

を
企
業
内
起
業
家
に
変
え
る
方
法
〜
」
と

題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
一
九
名
の
方
が

参
加
し
た
。

講
演
の
骨
子
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
骨
子

現
在
の
既
存
事
業
は
い
つ
か
は
衰
退
し
、

企
業
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
企
業
を
継

続
運
営
す
る
た
め
の
重
要
な
方
法
と
し
て

新
規
事
業
が
あ
り
、
様
々
な
企
業
の
新
規

事
業
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
て
き
た
豊
富

な
経
験
を
も
と
に
、
河
瀬
氏
よ
り
新
規
事

業
の
構
築
方
法
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ

た
。

〇
既
存
事
業
と

新
規
事
業
の

違
い
を
十
分

に
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
。

既
存
事
業
は

稼
ぐ
事
業
、

新
規
事
業
は

将
来
に
向
け

て
の
事
業
で

赤
字
覚
悟
の
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

既
存
事
業
を
「
親
」
に
、
新
規
事
業
を

「
子
」
に
置
き
換
え
、
新
規
事
業
の
構

築
を
し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。

〇
新
規
事
業
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
新

規
事
業
を
自
社
の
将
来
へ
の
投
資
に
位

置
付
け
、
既
存
事
業
の
稼
ぎ
を
基
に
新

規
事
業
を
育
て
る
構
図
に
な
る
。
ま
た
、

事
業
が
異
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

を
担
当
す
る
人
材
も
異
な
る
。
新
規
事

業
の
人
材
は
、
自
社
の
将
来
を
担
う
人

材
、
つ
ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
・
経
営
者
候

補
に
相
当
す
る
人
材
が
望
ま
し
い
。

〇
新
規
事
業
の
特
徴
は
、
既
存
事
業
の
よ

う
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
決
ま
っ
て
い

な
い
事
業
で
あ
る
か
ら
、
事
業
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
企
業
側
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

顧
客
の
視
点
に
立
っ
て
描
く
こ
と
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

ま
ず
、
経
営
者
の
新
規
事
業
に
関
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
一
方
的
に
部
下
に
指
示
す

る
の
で
は
な
く
、
全
員
で
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
つ

か
る
ま
で
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
こ

と
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
と
は
、
新
規
事
業
を

部
下
が
「
面
白
い
！
」
と
思
う
こ
と
が

で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
新
規
事

業
は
既
存
事
業
の
周
辺
、
自
社
の
基
盤

か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
見
つ
か
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

〇
製
商
品
を
購
入
す
る
顧
客
へ
の
攻
め
方

に
も
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
市
場
調
査
は

確
か
に
必
須
で
あ
る
が
、
新
製
品
は
そ

の
時
の
市
場
に
存
在
し
て
い
な
い
の
で
、

調
査
し
て
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ど
う
か

を
発
掘
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。

た
だ
、
新
製
商
品
を
市
場
に
投
入
す
る

際
に
は
、
個
別
具
体
的
な
顧
客
像
を
描

く
、
い
わ
ゆ
る
ペ
ル
ソ
ナ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
で
行
動
を
分
析
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

七
月
十
八
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

（
連
合
埼
玉
）、
県
産
業
労
働
部
と
本
会

と
の
共
催
で
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル
棟
四
階
国
際
展
示
場
に
て
二
〇
一
七

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、『
働
き

が
い
の
あ
る
会
社
へ
』
を
テ
ー
マ
に
、
一

四
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
小
林

直
哉
連
合
埼
玉
会
長
及
び
本
会
の
上
條
正

仁
会
長
の
主
催
者
代
表
挨
拶
で
始
ま
り
、

続
い
て
、
基
調
講
演
①
「
日
本
一
働
き
た

い
会
社
の
つ
く
り
か
た
」
と
題
し
、
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ

株
式
会
社

執
行
役
員
人
事

本
部
長

羽
田

幸
広
氏
に
、
次
に
基
調

講
演
②
「
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
考
え
る
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
と
は
」
と
題
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

日
本
代
表

岡
元

利
奈
子
氏
に
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
産
業
労
働

部

雇
用
労
働
局
長

江
森

光
芳
氏
か

ら
、「
埼
玉
県
公
労
使
会
議
の
取
り
組
み
」、

Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

石
井

進
氏
か
ら
「
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
働
き
方
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
基
調
講
演
①
概
要

・
チ
ー
ム
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
ビ
ジ
ョ
ン
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
明
確

に
し
、
一
貫
し
た
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
や

採
用
、
人
材
育
成
を
行
う
。

・「
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し

役
員
が
率
先
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
、

当
社
の
社
是
や
経
営
理
念
の
社
員
へ
の

浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

・
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
サ
ー
ベ
イ

（
�
組
織
の
健
康
診
断
）
で
組
織
を
活

性
化
さ
せ
る
。

・
社
長
と
の
連
携
を
強
化
し
、
企
業
文
化

の
濃
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
経
営
陣

が
一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

が
一
番
大
事
で
あ
る
。

平
成
二
九
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
あ
な
た
の
会
社
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
』

〜
普
通
の
社
員
を
企
業
内
起
業
家
に
変
え
る
方
法
〜

と
題
し
、
エ
ム
ケ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

代
表

河
瀬

誠
氏
が
講
演

第6回トップセミナー講演を行う河瀬 誠氏

参加者との意見交換も行われた

2017地域フォーラム

講演を行う岡元 利奈子氏 講演を行う羽田 幸広氏

AGSの働き方改革を
紹介する石井 進氏

埼玉県公労使会議の取り組み
を紹介する江森 光芳氏
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平
成
二
九
年
度
第
一
回
営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

『
売
れ
る
組
織
に
変
え
る
！
部
下
を
動
か
す
、
5
つ

の
戦
略
心
理
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
二
講

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
鍛
え
る
基
本
演
習
」を
テ
ー
マ
に
、

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
本
田
有
明
氏
が
講
演

経
営
者
自
身
は
出
来
る
の
に
、
な
ぜ
部

下
は
で
き
な
い
の
か
？
組
織
の
営
業
力
不

足
に
悩
む
経
営
者
は
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。二

九
年
度
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
営

業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
第
一
講
は
、
営
業
マ

ン
の
育
成
の
た
め
に
、
東
京
・
札
幌
・
名

古
屋
等
、
全
国
十
四
か
所
で
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
を
経
営
し
、
経
営
者
・
企
業
・
営

業
マ
ン
向
け
に
年
間
二
〇
〇
回
の
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
し
て
い
る
、
株
式
会
社
オ
ー
シ

ャ
ン
ズ
代
表
取
締
役

三
井

裕
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
、
経
営
者
と
し
て

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
識

と
し
て
で
は
な
く
、
実
際
の
「
現
場
用
」

に
磨
き
、「
成
果
」
を
生
み
出
す
、
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
独
自
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、

「
惹
き
つ
け
る
」
経
営
者
に
な
る
た
め
の
、

①
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
、
②
惹
き
つ
け
る
プ
レ
ゼ
ン
力
、
③「
組

織
を
ま
と
め
上
げ
る
」「
多
く
の
人
数
を

惹
き
つ
け
る
」
ス
ピ
ー
カ
ー
力
、
の
3
つ

の
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
八
月
一
日
㈫
十
三
時
三
〇
分

〜
十
六
時
三
〇
分
ま
で
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
九
階
研
修
室
に
お
い
て
開
催
し
、
一

五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

・
多
く
の
経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
は
「
笛
吹

け
ど
も
（
部
下
は
）
踊
ら
ず
」
と
い
っ

た
共
通
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。

・
一
九
九
〇
年
代
に
入
社
し
た
「
私
た

ち
」
と
「
部
下
」
で
は
、
時
代
背
景
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
き
く
異
な
る
。
二
〇

〇
〇
年
以
降
パ
ソ
コ
ン
の
登
場
で
情
報

化
社
会
と
な
り
、
現
在
は
、
売
り
手
も

買
い
手
も
選
択
に
迷
え
る
状
況
に
あ
る

と
言
え
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
が
通
用

し
な
く
な
っ
て
お
り
、
上
司
が
「
踊
り

方
」
を
教
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

・
若
者
に
伝
え
た
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
法
則

（
3
�
10
�
60
�
27
）
が
あ
る
。
こ
の

数
字
は
人
間
の
行
動
レ
ベ
ル
を
示
し
た

比
率
で
あ
り
、
営
業
に
例
え
る
と
、
三

％
の
必
ず
買
っ
て
く
れ
る
層
が
い
る
半

面
、
二
七
％
は
絶
対
買
わ
な
い
、
若
し

く
は
何
か
し
ら
買
う
こ
と
が
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
層
で
あ
る
。
こ
の
法
則
を

念
頭
に
お
く
と
、
心
的
負
担
を
軽
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
売
れ
る
組
織
に
変
え
る
た
め
、
部
下
と

関
わ
る
時
は
、「
部
下
を
動
か
す
五
つ

の
戦
略
心
理
」
を
意
識
し
て
行
動
す
る
。

①
基
礎
心
理
�
心
の
扉
を
開
け
る

②
問
題
の
心
理
�
問
題
を
与
え
る
の
で

は
な
く
、
引
き
出
す

③
行
動
心
理
（
動
き
た
く
さ
せ
る
）

�
五
感
で
感
じ
て
動
く

④
選
択
心
理
（
行
動
さ
せ
る
）
�
小
さ

な
イ
エ
ス
を
積
み
重
ね
る

⑤
反
論
心
理
�
否
定
さ
れ
る
と
心
の
扉

は
閉
じ
る
の
で
、
一
度
は
受
け
止
め

る

・
①
の
基
礎
心
理
は
全
て
の
土
台
に
な
る

部
分
で
あ
り
、
部
下
の
三
倍
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
っ
て
反
応
す
る
な
ど
、
部
下

の
「
心
の
扉
」
を
開
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が

特
に
重
要
で
あ
る
。

・
②
の
問
題
の
心
理
は
、「
命
令
」
を
「
質

問
」
に
変
え
る
こ
と
で
、
部
下
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
上
げ
生
産
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
。

・
現
在
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
は
な
い
人
間
力

を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
や
経
営
者
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

講
座
第
二
講
は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を

鍛
え
る
基
本
演
習
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
一

講
に
引
続
き
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
本
田

有
明
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
六
月
二
八
日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
四
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、「
管
理
」
と
は
ど
う
解
釈

す
る
べ
き
か
を
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
理
論

に
つ
い
て
課
長
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏

ま
え
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

仕
事
を
円
滑
に
進
め
る
う
え
で
大
切
な
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）
が

ど
う
す
れ
ば
機
能
す
る
か
を
グ
ル
ー
プ
で

討
議
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
本
来
、
人
、
物
、

金
、
情
報
な
ど
の
経
営
資
源
を
効
率
的

目

次

頁

�
科
学
の
甲
子
園

一

�
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

二

�
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

二

�
第
一
回
営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

三

�
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
（
第
二

〜
第
四
講
）

三
〜
四

�
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
（
第
一
〜
第
三

講
）

四
〜
五

�
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
（
第
一
〜

第
二
講
）

五
〜
六

�
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
セ
ミ
ナ
ー

六

�
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

六

�
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
一
〜
第
四

講
）

七

�
外
国
人
留
学
生
対
象
企
業
説
明
会

八

�
高
校
生
の
た
め
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

八

�
仕
事
の
渋
滞
解
消
術

八

�
部
下
の
ほ
め
方
・
叱
り
方
研
修

八

�
青
年
経
営
者
部
会
七
月
例
会

九

�
青
年
経
営
者
部
会
八
月
例
会

九

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
一

�
企
業
経
営
動
向
調
査

十
二
〜
十
四

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

十
五

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
七

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
八

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
の
改
定
、
広
告

十
九

�
事
業
だ
よ
り
、
告
知
版
、
会
員
の
動

き

二
十

第1回営業力強化セミナー講演を行う三井 裕氏

課長力パワーアップ講座

講演を行う本田 有明氏
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平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
三
講

「
問
題
発
見
と
解
決
へ
の
具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
四
講

「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
育
成
能
力
を
高
め
る
」

平
成
二
九
年
度
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
開
講

第
一
講「
等
級
制
度
・
報
酬
制
度
の
実
践
的
構
築
法
」

に
用
い
て
所
期
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
と
解
釈
す
る
が
、「
組
織
の
成
員
の

自
発
的
な
協
力
を
得
て
」
を
定
義
に
プ

ラ
ス
し
て
解
釈
す
る
。

・
課
長
と
し
て
、
①
職
場
の
業
務
を
通
じ

て
企
業
理
念
を
具
現
化
す
る
こ
と
、
②

職
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
維
持

す
る
こ
と
、
に
注
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
組
織
行
動
学
の
パ
ワ
ー
の
源
泉
を
み
て

も
、「
準
拠
の
パ
ワ
ー
（
他
人
に
尊
敬

さ
れ
る
人
が
持
つ
人
格
的
な
パ
ワ

ー
）」
が
重
要
で
あ
る
。

・
職
場
の
求
心
力
を
高
め
る
Ｐ
Ｍ
理
論
で

は
、
組
織
に
お
け
る
成
果
重
視
の
Ｐ
機

能
（Perform

ance

）
と
人
間
関
係
重

視
の
Ｍ
機
能
（M

aintenance

）
の
二

つ
の
機
能
に
よ
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
在
り
方
を
追
究
し
て
お
り
、
四
つ
の

タ
イ
プ
別
に
分
類
化
で
き
る
が
、
課
長

と
し
て
Ｍ
の
要
素
を
大
事
に
し
、
発
揮

し
て
ほ
し
い
。

・
一
般
的
に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
関
し
て
、

上
司
の
側
だ
け
で
な
く
部
下
の
側
も
不

満
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
お
り
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
必
要
条
件
の
明
示
や
見

え
る
化
な
ど
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

〈
グ
ル
ー
プ
演
習
〉

な
ぜ
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
が
十
分
に
機
能
し

な
い
の
か
（
改
善
で
き
る
具
体
的
な
ア
イ

デ
ィ
ア
）

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

講
座
第
三
講
は
、「
問
題
発
見
と
解
決
へ

の
具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
テ
ー
マ
に
、

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田

有

明
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
七
月
一

一
日
㈫
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
七
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
紹
介
を

始
め
、
問
題
発
見
力
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
部
下
の
指
導
育
成
の
中
核
を

担
う
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（On

the
Job

Train-

ing

）」
に
つ
い
て
場
当
た
り
的
で
は
な
く
、

ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
指
導
し
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
に
関
し
て
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
現
状
を
注
意
深
く
見
つ
め
て「
な
ぜ
」と

繰
り
返
し
問
う
こ
と
で
、
職
場
の
問
題

と
解
決
策
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

・
求
め
ら
れ
る
三
つ
の
意
識
〈
①
問
題
意

識
②
当
事
者
意
識
③
危
機
意
識
〉
は
、

「
な
ぜ
」
と
考
え
る
思
考
の
習
慣
化
に

よ
っ
て
、
部
下
に
も
共
有
さ
れ
浸
透
し

て
い
く
。

・
問
題
が
発
見
さ
れ
る
と
、
解
決
策
は
自

ず
と
出
て
く
る
こ
と
が
多
く
、
現
状
を

も
っ
と
良
く
し
よ
う
と
働
き
か
け
る
問

題
（
�
向
上
問
題
）
の
発
見
能
力
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

〈
グ
ル
ー
プ
演
習
〉

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
三
大
鉄
則
を
つ
く
ろ
う

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

講
座
第
四
講
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
と
育
成
能
力
を
高
め
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本

田

有
明
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

七
月
二
六
日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
四
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
若
手
と
の
関
わ
り
方
や
人

材
育
成
に
つ
い
て
コ
ー
チ
ン
グ
の
要
素
も

交
え
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
上
司
と
し
て
質
問
力
を
磨
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
部
下
の
意
欲
・
能
力
を
高

め
ら
れ
る
こ
と
を
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
し
て
理
解
し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
若
手
の
意
見
を
傾
聴
す
る
こ
と
は
、
若

手
自
身
の
問
題
意
識
が
高
ま
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
も
多
く
、
ツ
ー
ウ
ェ
イ
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
。

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
コ
ー
チ
ン
グ
の
違
い

を
理
解
し
、「
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ

ョ
ン
」
や
「
聞
き
上
手
に
な
る
ち
ょ
っ

と
し
た
一
言
」
を
取
り
入
れ
る
。

・
部
下
に
指
示
・
命
令
を
出
す
と
き
や
注

意
・
叱
責
す
る
際
で
も
配
慮
を
忘
れ
な

い
。

・
要
求
条
件
を
明
確
に
伝
え
る

・
仕
事
の
位
置
付
け
を
理
解
さ
せ
る

・
ま
ず
注
意
し
て
、
次
に
叱
責
す
る

・
叱
っ
て
も
、
な
じ
ら
な
い

・
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
口
癖
に
す
る
、
期

待
と
信
頼
を
相
手
に
伝
え
る
等
、
褒
め

て
認
め
て
こ
そ
人
は
伸
び
る
こ
と
を
意

識
す
る
。

〈
グ
ル
ー
プ
演
習
〉

部
下
が
や
め
た
い
と
言
っ
て
き
た
と
き

平
成
二
九
年
度
よ
り
、
人
事
制
度
の
専

門
家
・
研
究
者
と
し
て
ご
活
躍
中
の
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
常
務
取
締
役
チ
ー
フ

Ｈ

Ｒ

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

吉
田

寿

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
三
回
シ
リ

ー
ズ
の
「
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
」
を
新
設

し
ま
し
た
。

六
月
二
六
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

市
民
ホ
ー
ル
に
て
平
成
二
九
年
度
人
事
制

度
セ
ミ
ナ
ー
第
一
講
「
等
級
制
度
・
報
酬

制
度
の
実
践
的
構
築
法
」
を
開
催
し
、
二

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
経
営
者
が
抱
え
る
人
材
の
確

保
や
育
成
に
係
る
経
営
課
題
の
多
く
は
、

人
事
評
価
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

一
般
的
に
、
企
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
戦
略
を
達
成
す
る
た
め
に
人
事
体
制
が

組
ま
れ
ま
す
が
、
有
効
な
人
事
体
制
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
等
級
・
評
価
・
報
酬

の
各
制
度
の
関
連
性
を
踏
ま
え
た
人
事
制

度
の
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

講
演
で
は
、「
人
を
育
て
企
業
の
成
長

を
加
速
さ
せ
る
人
事
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
、

企
業
の
戦
略
と
ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
れ
と
連
動

す
る
人
事
制
度
の
三
点
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
会
社
と
社
員
を
成
長
さ
せ
る
人
事
制
度

を
構
築
す
る
た
め
に
は
、等
級
・
報
酬
・

評
価
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

グループワークを通して活発な意見交換が行われた

人事制度セミナー講演を行う吉田 寿氏
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第
二
講
「
評
価
制
度
の
実
践
的
構
築
法
」

第
三
講
「
適
正
運
用
の
た
め
の
評
価
者
研
修
の
重
要

ポ
イ
ン
ト
」

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
開
講

平
成
二
九
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
一
講

「
退
職
・
解
雇
・
内
定
取
消
の
実
務
注
意
点
」

あ
る
。

・
現
状
分
析
を
行
い
、
自
社
に
適
し
た
等

級
制
度
を
選
択
し
、
昇
格
・
任
用
の
基

準
も
整
備
す
る
。

・
報
酬
制
度
は
、
基
本
給
の
設
定
と
諸
手

当
の
体
系
を
整
理
し
、
給
与
レ
ン
ジ
や

賃
金
テ
ー
ブ
ル
の
具
体
的
な
設
計
方
法

を
検
討
す
る
。

・
給
与
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

移
行
調
整
が
あ
る
場
合
は
二
、
三
年
か

け
て
行
い
、
五
、
六
年
で
再
調
整
す
る

の
が
望
ま
し
い
。

社
員
の
働
き
ぶ
り
を
正
当
に
評
価
す
る

た
め
の
評
価
制
度
の
検
討
に
際
し
て
は
、

自
社
の
将
来
像
と
こ
れ
か
ら
の
経
営
戦
略

か
ら
「
求
め
る
人
材
像
」
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

七
月
一
九
日
㈬
の
平
成
二
九
年
度
人
事

制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
二
講
は
、「
評
価
制
度
の

実
践
的
構
築
法
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
常
務
取
締
役
チ
ー
フ
Ｈ
Ｒ

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

吉
田

寿
氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民

ホ
ー
ル
に
て
一
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
評
価
制
度
は
報
酬
や
人
材
配
置
を
決
定

す
る
目
的
が
あ
る
が
、
中
長
期
的
に
は

人
材
育
成
に
つ
な
が
り
、
社
員
が
自
身

の
強
み
や
弱
み
を
認
識
し
、
発
展
・
成

長
を
促
す
こ
と
に
な
る
。

・
評
価
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
会
社

の
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
課
題
を
確
認

し
、「
求
め
る
人
材
像
」
を
明
確
に
し
、

評
価
要
素
・
基
準
等
を
検
討
す
る
。

・
評
価
の
透
明
性
、
納
得
性
を
高
め
る
た

め
、
目
標
調
整
会
議
を
実
施
し
、
目
標

レ
ベ
ル
の
バ
ラ
つ
き
等
を
是
正
す
る
。

・
一
人
ひ
と
り
が
組
織
と
個
人
に
と
っ
て

価
値
あ
る
目
標
を
追
求
す
る
こ
と
で
、

業
績
向
上
、
人
材
育
成
、
社
員
個
人
の

キ
ャ
リ
ア
開
発
の
実
現
と
な
る
。

・
目
標
の
達
成
基
準
を
明
確
化
し
、
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
（
ス
マ
ー
ト
）
の
法
則
の
観
点

か
ら
目
標
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

制
度
の
適
正
運
用
に
と
っ
て
障
害
と
な

る
最
大
の
原
因
に
、
評
価
者
の
評
価
ス
キ

ル
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
評
価
者
と
し
て

の
意
識
を
高
め
、
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て

評
価
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

七
月
三
一
日
㈪
の
平
成
二
九
年
度
人
事

制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
三
講
は
、「
適
正
運
用

の
た
め
の
評
価
者
研
修
の
重
要
ポ
イ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

チ
㈱
常
務
取
締
役
チ
ー
フ

Ｈ
Ｒ

ビ
ジ

ネ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

吉
田

寿
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
基
づ
く
実

践
的
ト
レ
ー
ニン
グ
を
交
え
な
が
ら
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
、二
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
人
事
評
価
を
適
正
に
行
う
た
め
に
は
、

制
度
を
整
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
管
理

者
（
評
価
者
）
の
評
価
ス
キ
ル
の
向
上

が
重
要
で
あ
る
。

・
評
価
者
研
修
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

コ
ン
テ
ン
ツ
の
設
計
次
第
で
、
最
強
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
に
な
る
。

・
陥
り
や
す
い
評
価
エ
ラ
ー
パ
タ
ー
ン
を

認
識
し
、
不
適
切
な
目
標
の
中
身
を
分

析
し
、
改
善
策
を
検
討
す
る
。

・
部
下
育
成
の
観
点
を
よ
り
意
識
し
た
面

談
に
お
い
て
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
の
基
本

ス
キ
ル
を
活
用
し
た
効
果
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
が
重
要
と
な
る
。

人
事
・
労
務
・
法
務
担
当
者
並
び
に
管

理
職
に
求
め
ら
れ
る
労
働
法
実
務
知
識
並

び
に
実
務
上
の
注
意
点
等
を
修
得
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
七
講
座
（
開
催
計
画
は

左
記
ご
参
照
）
で
構
成
す
る
労
働
問
題
実

務
対
応
講
座
を
平
成
二
九
年
度
に
新
設
し

ま
し
た
。

第
一
講
は
、「
退
職
・
解
雇
・
内
定
取

消
の
実
務
注
意
点
」を
テ
ー
マ
に
、
石
嵜
・

山
中
法
律
事
務
所

ヴ
ァ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
弁
護
士

仁
野

直
樹
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、
七
月
一
四
日
㈮
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
、
一
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

雇
用
問
題
は
、
社
員
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
解
雇
や

退
職
に
関
わ
る
手
続
き
・
方
法
、
対
応
を

誤
る
と
社
員
と
の
間
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

と
な
り
や
す
く
、
法
的
な
解
釈
を
し
っ
か

り
お
さ
え
て
お
く
と
と
も
に
、
実
務
的
な

ト
ラ
ブ
ル
予
防
策
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
手
続
き
面

で
不
備
が
あ
る
と
、
労
働
契
約
解
消
の
有

効
・
無
効
に
つ
い
て
、
社
員
と
の
間
に
紛

争
が
起
き
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

講
演
で
は
、
退
職
・
解
雇
等
の
労
働
契

約
解
消
に
関
す
る
基
本
的
な
法
的
知
識
を

解
説
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
手
続
き

や
対
応
面
で
の
実
務
対
策
に
つ
い
て
、
実

務
的
・
実
践
的
な
内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

最
近
の
判
例
等
か
ら
み
た
対
策
や
注
意
点

等
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

〇
辞
職
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
留
意

点
〇
休
職
期
間
満
了
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
留
意
点

〇
正
社
員
の
普
通
解
雇
、
懲
戒
解
雇
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
留
意
点

・
能
力
不
足
、
協
調
性
不
足
、
勤
務
態

度
不
良
等
の
ケ
ー
ス

〇
採
用
内
定
者
の
内
定
取
消
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
回
避
の
留
意
点

テーマ

退職・解雇・内定取消の実務注意点

労働条件の不利益変更の注意点

メンタル不調者に関わる法的留意点

問題社員の法的扱いと実務対策

有期契約社員の契約対応実務

パワハラ・セクハラをめぐる企業の法的責任と実務対応

労働時間管理の注意点

開催予定

7月14日㈮

8月28日㈪

9月25日㈪

10月19日㈭

10月27日㈮

11月29日㈬

12月14日㈭

第1講

第2講

第3講

第4講

第5講

第6講

第7講

労働問題実務対応講座

講演を行う橘 大樹弁護士 講演を行う仁野 直樹弁護士
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平
成
二
九
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
二
講

平
成
二
九
年
度
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
セ
ミ
ナ
ー

「
埼
玉
大
学
の『
知
』を
活
か
そ
う
！
」
と
題
し
開
催

第
十
四
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

『「
一
帯
一
路
」
構
想
で
脚
光
を
浴
び
る
イ
ン
ド
シ
ナ

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
』
を

テ
ー
マ
に
開
催

・
試
用
期
間
中
の
社
員
と
同
等
の
地
位

を
有
す
る

〇
有
期
労
働
契
約
者
の
労
働
契
約
解
消
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
留
意
点

・
期
間
雇
用
者
の
雇
止
め
の
有
効
性
の

判
断
基
準

第
二
講
は
、「
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
の
注
意
点
」
を
テ
ー
マ
に
、
石
嵜
・
山

中
法
律
事
務
所
の
ヴ
ァ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

弁
護
士

橘

大
樹
氏
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、
八
月
二
八
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

二
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
進
む
中
、
企
業
と

し
て
処
遇
の
適
正
化
や
雇
用
維
持
を
目
的

に
、
社
員
の
労
働
条
件
を
変
更
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
公
平
・
公
正
な

人
事
処
遇
を
目
指
し
た
制
度
変
更
が
必
要

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
労

働
条
件
の
不
利
益
変
更
と
な
れ
ば
、
訴
訟

問
題
へ
の
発
展
や
、
外
部
の
合
同
労
組
等

に
加
入
し
て
の
団
体
交
渉
申
込
み
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更

を
実
施
す
る
場
合
、
ト
ラ
ブ
ル
の
事
前
予

防
の
関
連
か
ら
、
常
に
法
的
リ
ス
ク
を
チ

ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。具
体
的
に
は
、判
例
法
理
を
踏
ま

え
、変
更
の
必
要
性
、不
利
益
の
度
合
い
、代

償
措
置
や
経
過
措
置
な
ど
を
総
合
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、企
業
の
人
事
担
当

者
と
し
て
、
実
際
に
ど
の
程
度
で
あ
れ
ば

可
能
な
の
か
、判
断
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

〇
労
働
条
件
を
定
め
る
三
つ
の
方
法

①
個
別
合
意
に
よ
る
設
定
②
就
業
規
則

に
よ
る
設
定
③
労
働
協
約
に
よ
る
設
定

〇
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
の
判
例
法
理

・
変
更
の
合
理
性
の
有
無
、
周
知
の
重

要
性

〇
労
働
条
件
変
更
の
実
務
手
続
き

・
多
く
の
労
働
者
か
ら
同
意
を
得
て
、

争
い
を
最
小
に
す
る

〇
賃
金
制
度
等
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の

実
務
対
応

六
月
二
九
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学
と

本
会
の
共
催
で
、
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
四
〇
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
の
方
々
に
最

先
端
の
研
究
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

企
業
の
製
品
開
発
・
研
究
開
発
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
日
は
埼
玉
大

学
の
産
学
官
連
携
事
例
・
研
究
開
発
事
例

の
発
表
に
加
え
て
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
場
で

研
究
者
と
の
交
流
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
制
御
に
よ
る
植
物
ス

ト
レ
ス
耐
性
強
化
」
森
安

裕
二
教
授

「
有
機
・
無
機
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
薄
膜
の

簡
便
な
塗
布
成
膜
方
法
の
開
発
と
太
陽
電

池
応
用
」
石
川

良
助
教

「
省
電
力
・
小
型
・
低
価
格
を
実
現
す
る

電
気
静
油
圧
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
」
境
野

翔
助
教

「
高
速
・
非
接
触
・
大
面
積
・
高
精
度
な

物
体
形
状
の
光
セ
ン
シ
ン
グ
機
器
」
塩
田

達
俊
准
教
授

「
抵
抗
ト
ル
ク
呈
示
に
よ
る
機
器
操
作
の

支
援
」
楓

和
憲
助
教

「
革
新
的
な
制
振
設
計
を
適
用
し
た
回
転

摺
動
機
構
の
開
発
」
田
所

千
治
助
教

「
時
変
の
極
め
て
高
騒
音
な
環
境
下
に
お

い
て
も
、
高
品
質
な
音
声
を
確
保
」
島
村

徹
也
教
授

「
蛍
光
量
子
収
率
が
九
〇
％
に
も
達
す
る

高
輝
度
蛍
光
ビ
ー
ズ
の
開
発
」
幡
野

健

准
教
授

「
金
属
酸
化
物
を
利
用
し
た
新
動
作
原
理

の
熱
発
電
素
子
」
福
田

武
司
助
教

「
ナ
ノ
抗
体
提
示
多
糖
を
用
い
た
高
感
度

免
疫
測
定
」
松
下

隆
彦
助
教

「
ヒ
ト
が
生
き
ら
れ
な
い
極
限
環
境
に
応

用
可
能
な
ポ
リ
イ
ミ
ド
溶
着
技
術
」
山
口

大
介
助
教

「
物
を
磁
力
で
浮
か
し
な
が
ら
振
動
を
止

め
る
技
術
」
水
野

毅
教
授

七
月
二
十
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
四
階
会
議

室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
、
ラ
オ
ス
大
使
館
、

埼
玉
り
そ
な
銀
行
と
本
会
と
の
共
催
で

『「
一
帯
一
路
」
構
想
で
脚
光
を
浴
び
る

イ
ン
ド
シ
ナ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ラ
オ
ス

人
民
民
主
共
和
国
』
を
テ
ー
マ
に
、
第
十

四
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
、
九
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
充
実
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
を

始
め
と
す
る
ラ
オ
ス
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
、

進
出
企
業
の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
主
催
者
あ
い
さ
つ

上
田

清
司
埼
玉
県
知
事

・
基
調
講
演

ヴ
ィ
ロ
ー
ド
・
ス
ン
ダ
―
ラ
ー
駐
日
ラ

オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
特
命
全
権
大
使

・
講
演
「
ラ
オ
ス
と
日
本
／
埼
玉
を
信
頼

で
つ
な
ぐ
（
ラ
オ
ス
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
官

民
連
携
）」

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
ラ
オ
ス

事
務
所
長

米
山

芳
春
氏

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ポスター展示解説 埼玉大学産学官連携セミナー

第14回埼玉アジアフォーラム

講演を行う米山 芳春氏 ヴィロード・スンダ―ラー 駐日ラオス
人民民主共和国 特命全権大使
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平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
一
講
）

『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
』
開
催

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
新
座
・
志
木
）

『
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
』開
催

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
二
講
）

『
仕
事
の
基
礎
力
』
開
催

女
性
管
理
職
の
た
め
の
交
流
会

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
三
講
）

『
話
し
方
・
伝
え
方
』
開
催

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
四
講
）

『
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
』
開
催

〈
モ
デ
レ
ー
タ
ー
〉

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
ラ
オ
ス

事
務
所
長

米
山

芳
春
氏

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

①
光
陽
オ
リ
エ
ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

清
藤

隆
雄
氏

②
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｉ
Ｖ‐

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

代
表
理
事

冨
永

幸
子
氏

③
寮
都
産
業
株
式
会
社

営
業
統
括
責
任

者

村
松

賢
志
氏

平
成
二
十
九
年
六
月
二
九
日
㈭
十
時
か

ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会

と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
一
二
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
を
テ
ー

マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河

﨑
理
恵
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
視
点
か
ら
、

立
ち
振
る
舞
い
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
参
加
者
同
士
で

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
講
義
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

今
回
参
加
者
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
の
多
か

っ
た
「
電
話
応
対
」
も
取
り
入
れ
、
多
く

の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
通
し
て
、
理
解

し
て
い
た
は
ず
の
「
マ
ナ
ー
」
を
行
動
に

移
す
こ
と
の
難
し
さ
と
重
要
性
を
再
認
識

さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本

会
と
の
共
催
で
、
平
成
二
十
九
年
七
月
六

日
㈭
十
時
か
ら
、
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ

に
お
い
て
平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応

援
講
座
が
開
催
さ
れ
、
一
五
名
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑
理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
相
手
や
周
囲

の
気
持
ち
や
感
情
を
尊
重
し
つ
つ
、
自
分

自
身
も
表
現
し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

講
座
の
中
で
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
自

己
診
断
と
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
演
習
に
よ
っ
て
自
身
の
普
段
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
癖
な
ど
に
も
改

め
て
気
づ
き
、
自
身
の
振
り
返
り
の
良
い

機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
十
三
日
㈭
十
時
か

ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会

と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
二
九
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
仕
事
の
基
礎
力
」
を
テ
ー
マ

に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

能
勢

み
ゆ
き
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
仕

事
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
役
割
分
担
や
目

標
設
定
等
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
演
習
を

交
え
て
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

仕
事
に
追
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
仕
事

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
方
法
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
仕
事
の
優
先
順
位
や
中
間
報
告
に

関
す
る
目
標
設
定
を
し
て
い
る
受
講
者
も

多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
気
づ
き
が
得

ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
六
日
㈬
一
四
時

か
ら
、
県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
主
催
で
本

会
が
後
援
し
た
「
女
性
管
理
職
の
た
め
の

交
流
会
」
が
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
六
階

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
県
内
企
業
の
女
性

管
理
職
や
管
理
職
候
補
者
五
三
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

第
一
部
は
本
会
根
岸
茂
文
専
務
理
事
に

よ
る
講
演
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
期
待
す
る

こ
と
」
が
行
な
わ
れ
、
経
営
や
仕
事
に
お

け
る
極
意
を
伝
授
す
る
と
と
も
に
、
人
材

育
成
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
第
二

部
で
は
女
性
管
理
職
た
ち
が
日
頃
抱
え
る

悩
み
や
課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
六
日
㈬
十
時
か

ら
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会

と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
三
四
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
話
し
方
・
伝
え
方
」
を
テ
ー

マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

能

勢

み
ゆ
き
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

会
議
や
発
表
の
場
面
に
お
い
て
、
相
手
に

正
確
に
自
分
の
考
え
や
思
い
を
伝
え
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、

集
団
に
お
け
る
意
思
決
定
の
重
要
性
を
始

め
と
し
て
、
会
議
を
活
性
化
さ
せ
る
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し

た
。演

習
を
通
し
て
「
話
す
こ
と
に
自
信
が

持
て
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
一
様

に
気
づ
き
が
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
三
日
㈭
十
時
か
ら
、

W
ith

you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
平
成

二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
が
埼
玉

県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の

共
催
で
開
催
さ
れ
、
二
九
名
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑
理
恵
子
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
人
間
関
係
を
築
く
だ
け

で
な
く
、
効
率
よ
く
仕
事
を
進
め
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

開
始
直
後
は
、
緊
張
も
目
立
ち
ま
し
た

が
、
前
半
の
き
き
方
演
習
で
環
境
や
メ
ン

バ
ー
に
も
慣
れ
、
そ
の
後
は
活
発
に
取
り

組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

行
動
特
性
の
演
習
で
は
、
自
身
の
強
み

や
今
後
の
課
題
が
見
え
、
多
く
の
意
見
交

換
に
よ
っ
て
職
場
で
は
得
ら
れ
な
い
多
く

の
気
づ
き
も
生
ま
れ
、
翌
日
か
ら
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
し
た
。

働く女性応援講座（第4講）
「対人コミュニケーション力向上」

女性管理職のための交流会
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高
校
生
の
た
め
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
二
〇
一
七
を
開
催

「
仕
事
の
渋
滞
解
消
術
」

〜
仕
事
の
段
取
り
、優
先
順
位
、書
類
の
整
理
方
法
を
学
ぶ
〜
と
題

し
、株
式
会
社
人
材
育
成
社
取
締
役
芳
垣
玲
子
氏
が
講
演

部
下
の
ほ
め
方
・
叱
り
方
研
修

〜「
ほ
め
る
」「
叱
る
」で
上
司
力
ア
ッ
プ
〜
を
テ
ー
マ
に
開
催

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
と
本
会
と

の
共
催
で
、「
外
国
人
留
学
生
対
象
企

業
説
明
会
」
を
五
月
二
二
日
㈪
、「
留

学
生
等
対
象
就
職
面
接
会
」
を
六
月
二

七
日
㈫
に
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で

開
催
し
ま
し
た
。

対
象
学
生
は
、
専
修
学
校
、
高
専
、

短
大
、
大
学
、
大
学
院
を
卒
業
ま
た
は

卒
業
予
定
の
留
学
生
等
で
、
説
明
会
に

六
一
五
名
、
面
接
会
に
三
七
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
側
は
本
会

本
会
会
員
を
含
め
、
説
明
会
に
三
〇
社
、

面
接
会
に
三
七
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
企
業
の
担
当
者
は
、
職
種
・
仕
事

内
容
や
求
人
票
の
見
方
、
面
接
の
受
け

方
等
を
説
明
し
、
留
学
生
は
熱
心
に
聴

き
入
る
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

八
月
七
日
㈪
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社
が
主

催
で
本
会
が
後
援
し
た
、
高
校
生
の
た

め
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
二
〇
一
七
が
Ａ
Ｇ
Ｓ
ビ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
回
目
と
な
る
こ
の
教
室
は
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
の
作
成
を
通
し
て
高
校
生
に

「
創
造
す
る
力
」
や
「
つ
く
る
技
術
」

を
養
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
県
立
の
普
通
高
校
・

専
門
高
校
、
さ
い
た
ま
市
立
高
校
、
私

立
高
校
合
わ
せ
て
十
二
校
、
二
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

高
校
生
た
ち
は
ア
シ
ア
ル
株
式
会
社

の
技
術
者
か
ら
Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｃ
ａ
と
い
う

開
発
ツ
ー
ル
を
学
ん
だ
後
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
の

社
員
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
受
け
な
が
ら

三
〜
四
名
の
チ
ー
ム
で
ア
プ
リ
を
作
成

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
完
成
し
た
ア
プ

リ
を
皆
の
前
で
動
作
さ
せ
、
会
場
の
評

価
を
受
け
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

楽
し
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
将
来
の
就
職
先

を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
ま

し
た
。

「
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
」

「
時
間
通
り
に
終
わ
ら
な
い
」
と
い
う

い
わ
ゆ
る
仕
事
が
渋
滞
し
て
し
ま
う
状

態
は
、
突
発
的
な
仕
事
の
割
り
込
み
や

作
業
時
間
の
見
積
も
り
の
甘
さ
が
原
因

で
す
。

そ
こ
で
、
七
月
七
日
㈮
の
仕
事
の
渋

滞
解
消
術
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
株
式
会
社

人
材
育
成
社

取
締
役

芳
垣
玲
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
仕
事
の

段
取
り
、
優
先
順
位
、
書
類
の
整
理
方

法
を
学
ぶ
」
と
題
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
四
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

芳
垣
氏
か
ら
は
、
仕
事
の
渋
滞
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
不
可
欠
な
段
取
り
の

手
法
や
、
作
業
時
間
の
配
分
方
法
、
生

産
性
を
上
げ
る
た
め
の
机
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
行
わ

れ
た
演
習
に
お
い
て
、
制
限
時
間
内
で

結
論
を
出
す
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

段
取
り
や
優
先
順
位
を
意
識
し
て
仕
事

に
取
り
組
む
こ
と
の
必
要
性
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

七
月
二
五
日
㈫
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
市
民
ホ
ー
ル
四
〇
四
に
お
い
て
、
部

下
の
ほ
め
方
・
叱
り
方
研
修
が
開
催
さ

れ
、
十
七
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

株
式
会
社
人
材
育
成
社

取
締
役

芳
垣
玲
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
上

司
力
を
高
め
る
「
ほ
め
方
・
叱
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
上
司
力
を
高
め
る
た
め

に
は
、
ほ
め
る
・
叱
る
目
的
を
踏
ま
え
、

タ
イ
プ
に
応
じ
た
ほ
め
方
・
し
か
り
方

が
で
き
る
事
が
必
須
で
あ
る
と
同
時
に
、

ほ
め
方
・
叱
り
方
次
第
で
部
下
の
や
る

気
が
高
ま
り
、
成
長
�
生
産
性
に
繋
が

る
こ
と
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
ど
の
様
な
ほ
め
方
叱
り
方

が
適
し
て
い
る
の
か
、
部
下
の
タ
イ
プ

を
知
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
を
含
め
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
用
い
な

が
ら
演
習
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
交

え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
管
理
者
は
チ
ー
ム
の
部
下
を
指
揮
・

管
理
し
て
、
組
織
の
要
請
と
し
て
与

え
ら
れ
た
使
命
を
達
成
す
る
役
割
を

担
う
。

・
人
は
組
織
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
材

育
成
の
成
否
が
組
織
の
存
続
・
成
長

に
大
き
く
関
与
す
る
。

・
ほ
め
る
こ
と
と
叱
る
こ
と
は
、
部
下

を
育
成
す
る
上
で
必
須
の
行
為
で
あ

り
、
観
察
力
を
磨
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
を
高
め
る
事
で
タ
イ
プ
に

応
じ
た
ほ
め
方
・
叱
り
方
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

就職面接会の様子

外
国
人
留
学
生
対
象
企
業
説
明
会
・
就
職
面
接
会
を
開
催

仕事の渋滞解消術

講師 芳垣玲子氏
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
八八
月月
例例
会会
開開
催催

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」第
四
弾

㈱
マ
ス
ダ
ッ
ク
企
業
訪
問
と
講
演
会

七
月
四
日
に
青
年
経
営
者
部
会
の
七
月

例
会
を
開
催
し
一
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
例
会
は
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

「
先
輩
経
営
者
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
」
の
第

四
弾
で
、
㈱
マ
ス
ダ
ッ
ク
を
訪
問
し
、
代

表
取
締
役
社
長
増
田
文
治
氏
に
よ
る
講
演

を
拝
聴
し
、
そ
の
後
工
場
見
学
と
懇
親
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

㈱
マ
ス
ダ
ッ
ク
は
一
九
五
七
年
の
創
業

の
製
菓
機
械
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、「
ひ
と

口
で
笑
顔
に
な
る
。
ふ
た
口
で
幸
せ
に
な

る
。
お
菓
子
は
、
世
界
中
を
幸
せ
に
で
き

る
は
ず
」
と
い
う
企
業
理
念
の
も
と
、
日

本
の
和
菓
子
業
界
と
共
に
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
和
洋
菓
子
用
の

オ
ー
ブ
ン
、
充
填
成
型
機
、
直
焼
き
焼
成

機
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
世
界
の
ト

ッ
プ
を
目
指
し
て
事
業
を
展
開
さ
れ
て
お

り
、
二
〇
一
四
年
に
は
、
経
済
産
業
省
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
一
〇

〇
選
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
も
手
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
東

京
土
産
と
し
て
定
番
の
「
東
京
ば
な
奈
」

に
代
表
さ
れ
る
菓
子
生
産
に
も
取
組
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

◇
講
演
会
概
要

「
そ
の
お
菓
子
づ
く
り
を
、
も
っ
と
美

味
し
く
、
新
し
く
」
と
題
し
て
、
当
社
に

お
け
る
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
経
営
戦
略

や
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て
様
々
な
経
験

談
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
数
々
の
取
組
み
の
中

で
『
品
質
保
証
の
確
立
』
が
マ
ス
ダ
ッ
ク

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
に
繋
が
っ
た
事
が

良
く
分
か
り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と

い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。

◇
工
場
見
学

そ
の
後
、「
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る

こ
と
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
っ
た
『
菓
子
業

界
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
モ
デ
ル
』」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
た
食
品
工
場
を
見
学
し
、
講

演
で
も
説
明
い
た
だ
い
た
マ
ス
ダ
ッ
ク
ブ

ラ
ン
ド
の
真
髄
で
あ
る
「
品
質
保
証
の
確

立
」
を
随
所
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。続

く
第
二
部
の
懇
親
会
に
も
増
田
社
長

に
参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
を

通
じ
て
講
演
内
容
へ
の
理
解
を
更
に
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
一
同
に
と
っ
て

大
変
貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
サ
イ
レ
ン
ス
」を

体
験
す
る
〜
「
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
非
言
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
）
の
重
要
性
を
体
感
す
る
〜
」

八
月
八
日
に
青
年
経
営
者
部
会
の
八
月

例
会
を
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
サ
イ
レ
ン

ス
会
場
に
て
開
催
し
、
一
二
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

◇
開
催
主
旨

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に

お
い
て
、
話
の
内
容
以
外
に
相
手
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
が「
声
・
表
情
・

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」
と
い
っ
た
言
葉
以
外
の

「
非
言
語
（
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
）」
で
す
。
そ
れ
を
上
手
く
活

用
す
る
こ
と
で
、
相
手
と
の
距
離
を
縮
め

て
信
頼
感
を
得
る
と
い
っ
た
効
果
等
が
期

待
で
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
も
非
常
に

有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
な

る
た
め
、
そ
の
効
果
を
実
際
に
体
感
す
る

機
会
と
し
て
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験

聴
覚
障
害
者
の
ア
テ
ン
ド
に
よ
り
、
参

加
者
は
音
を
遮
断
す
る
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を

装
着
し
、
静
寂
の
世
界
で
「
集
中
力
・
観

察
力
・
表
現
力
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
顔

の
表
情
や
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
手
話
な

ど
、
音
に
頼
ら
な
い
方
法
で
互
い
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
方
法
を
発
見
し

て
い
き
ま
し
た
。

◇
参
加
者
感
想

・
音
に
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
で
、

相
手
が
何
を
伝
え
て
い
る
の
か
、
ま
た

ど
う
し
た
ら
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を

相
手
に
伝
え
ら
れ
る
か
を
必
死
に
な
っ

て
感
じ
、
考
え
る
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

・
ア
テ
ン
ド
の
方
が
表
情
や
ボ
テ
ィ
ラ
ン

ゲ
ー
ジ
な
ど
を
使
っ
て
「
伝
え
よ
う
」

と
す
る
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
い
た
。

普
段
、
自
分
が
伝
え
る
側
に
立
っ
た
場

合
の
熱
量
を
考
え
直
す
機
会
に
な
っ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
の
気
づ
き
の
共
有
や
近
況
報
告
な

ど
を
行
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
様
々
な
気
づ
き
を
得
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
七七
月月
例例
会会
開開
催催

青年経営者部会
新部会員のご紹介（入会順）

株式会社 ジャスト
ほん だ かずへい

企画課 本多 和平 様
サービス業（ボトルウォーター販売）、
ウォータースタンドレンタル（浄水
機能付ウォーターサーバー）
事業所所在地 〒330－0854

埼玉県さいたま市
大宮区桜木町4－463

馬場食品工業 株式会社
ば ば つねあき

代表取締役 馬場 常晃 様
米菓生地製造
事業所所在地 〒350－0823

埼玉県川越市
神明町45－1

住協建設 株式会社
やすなが い く お

木造事業本部長付 安永 尉久雄 様
総合建設業
事業所所在地 〒350－1304

埼玉県狭山市
狭山台4－27－38

講演をされる
㈱マスダック
代表取締役社長
増田文治氏

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
を
伺
う
ダ
イ
ア
ロ
グ・イ
ン・サ
イ
レ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
撮
影
禁
止
の
た
め
イ
メ
ー
ジ
画
像
）

ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
使

用
し
た
集
合
写
真

経
営
戦
略
や
経
営
改
革
に

関
し
て
伺
う
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
講
演
会

「
菓
子
業
界
の
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
モ
デ
ル
」
を
目
指
し

た
食
品
工
場
の
見
学

増
田
社
長
に
も
同
席
い
た
だ

き
懇
親
を
深
め
た
懇
親
会
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略歴
桐谷 正信
（きりたに まさのぶ）
1998年 筑波大学大学院
博士課程教育学研究科単
位取得退学
1998年より埼玉大学教育
学部講師、助教授、准教
授を経て、2014年より同
大学教授
2009～2012年 埼玉大学
学長補佐
2010年より東京学芸大学
大学院連合学校教育学研
究科兼任教員
2010年 博士（教育学、
筑波大学）
2014年より埼玉大学研究
副機構長、研究企画推進
室長

専門は、社会科教育学、
多文化教育論、アメリカ
歴史教育、シティズンシ
ップ教育

最近、「人口減少社会 日本」
という言葉が注目されています。日本は2008年を
ピークに人口減少社会に突入し、昨年1年間で
240，000人減少しています。2050年には、総人口
が1億人を割り込むとの推計も出されています。
急激な少子高齢化と同時に進行するこの人口減少
は、生産労働人口の激減を意味します。この日本
の人口減少への対策として、大幅な移民受け入れ
の現実が検討されています。また、すでに、グロ
ーバル化の進展により、日本国内の多分化化も進
行しています。日本における外国人登録者数は毎
年増加し、2016年末には過去最高の2，382，822人
に達しています。
移民の大量受け入れが現実化した場合、これま
で経験したことがない多文化状況が急速に進展し、
大きな衝突や葛藤、差別等が多数生起します。し
かし、これまでの日本の教育では、共通の言語と
文化を持ち、暗黙の前提、いわゆる「常識」や「当
たり前」を共有している「日本人」で構成される
社会の構成員の育成を目的としてきました。異な

る言語や文化、異なる「常識」や「当たり前」を
持つ人々と共生し、協働的に「多文化社会」を創
っていく術を身につける学習は含まれていません
でした。
私は、「多文化社会」を形成する市民の育成の
ために、「多文化教育（Multicultural Education）」
について、以下の二つの研究をしています。一つ
は、アメリカの合衆国史教育の研究から、日本の
歴史教育を多文化歴史教育として展開するための
内容構成の仕方を考えています。歴史教育は、現
在の社会がどのように形成されてきたかを学ぶ、
現在理解のための教育だからです。もう一つは、
埼玉県内の小・中・高等学校の先生と協働して、
子ども達が、自分の住む地域を多文化社会と捉え、
多様な人々との共生を困難にしている課題を見出
し、その解決策を構想し、実際に行政や地域に提
案していく実践を開発しています。
今後も、原理的な研究と実践的な研究を通して、
多文化社会の担い手を育成していきたいと思いま
す。

専門は高電圧工学および
大電力工学、放電プラズ
マ応用工学。

略歴
稲田 優貴
（いなだ ゆうき）
2014年3月東京大学大学
院工学系研究科博士課程
修了。博士（工学）。2015
年4月より現職。

ほんの少しプラズマを当てるだ
けで、近年の切迫した医療・環境・農業・エネル
ギ問題が一挙に解決される可能性があります。こ
れまで全く思いもつかなかったものにプラズマを
照射し画期的な性質を発現させること、すなわち
プラズマ応用技術の可能性を開拓し実用化へ展開
することが現在の研究テーマです。
その一方、プラズマには防ぐべき対象としての
負の側面も存在します。私は学生時代から、プラ
ズマのネガティブな側面に対しても研究を行って
きました。例えば、雷を考えてみましょう。雷が
送電線に直撃すると、最悪の場合、大規模な地域
にわたって長時間停電が発生します。このような
事態を回避するためには、送電線への雷撃を防ぐ
研究、または雷撃があったとしてもその影響を瞬
時に除去するための研究が必須となります。
現代社会においては、プラズマのポジティブな
側面、そしてネガティブな側面はどちらも私たち
の安全安心な生活と密接に関わっています。ここ
で、プラズマの可能性を最大限引き出す、または
プラズマのリスクを最小限に食い止めるためには、
プラズマが思い通りに制御できなければなりませ

ん。しかし、プラズマの状態は発生環境に対して
非常に敏感で、現在のところその性質を制御する
ことは非常に困難です。性質を制御するためには、
プラズマの最も基本的な構成粒子であり、プラズ
マに性質を付与する役割を持つ電子を詳細に測定
し、性質の発現メカニズムを明らかにする必要が
あります。
こうした背景のもと私は、電子の数密度が単一
測定で可視化できる汎用的なイメージングセンサ
を世界に先駆けて開発しました。これにより、時
空間の再現性が低いためメカニズムが全く不明で
あったプラズマに対しも、電子の挙動が詳細に検
討できるようになりました。電子密度の汎用的な
イメージングセンサを駆使してプラズマをポジテ
ィブ・ネガティブな側
面から総合的に研究す
ることで、プラズマが
有する新たな性質の探
索および現象理解に基
づいた応用技術の最適
化・新規実用化を現在、
精力的に進めています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

多文化社会の担い手の育成
埼玉大学 研究機構 副機構長／教育学部 社会講座 桐 谷 正 信 教授

プラズマの見える化技術
埼玉大学 大学院理工学研究科 数理電子情報部門 電気電子システム工学領域 稲 田 優 貴 助教
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ものつくり大学では、ものづくりの現場に立ってリーダーシ
ップを発揮できる技術者の育成に力を入れている。そのために
は、ものづくりの現場で使用される技能や職能に対する深い理
解が必要であり、体験を伴う実践的な教育によってこれを達成
することを目指している。現在、本学では産業界や諸団体と連
携して、多くの技能者・職能者の方に非常勤講師としてこのよ
うな教育を担当していただいているが、ご退職や高齢化および
後継者不在により、講師による直接の教育が困難になることが
危惧されている。そこで、2016年度から私立学校教育研究設備
整備事業として、仮想現実（VR）や拡張現実（AR）技術を用
いた技能・職能の教育システムと、そのための教育プログラム
の開発を始めた。
最初の課題として取り組んでいるのは、「VRによる体感的
安全教育」である。ものづくりにおける（特に技能・職能系の）
作業や動作（身体運用）の安全確保を、無意識レベルで身に付
けるためには、危険な状態を体験できることが望ましい。しか

しながら、教育機関での実習や企業でのOJTで実際の作業時
にこれを行うことは、100％の安全確保が困難なことや、熟練
の指導員に要するコストなどの面から困難である。したがって、
安全を確保しつつ実際の危険状態を疑似体験できる教育訓練が
可能になれば、教育機関や産業界の人材育成にとって、非常に
大きな貢献となる。
現在、旋盤による切削加工を事例として、仮想視覚空間で再
現された加工場面での、「不適切な操作」や「危険行為」の結
果を、力覚提示装置および音声
により作業者体感させるシステ
ムを構築中である（写真1）。
このシステムを更に発展させ、
安全教育だけでなく技能・職能
の教育や継承など、産業界のさ
まざまな要望に応えることがで
きれば幸いである。

桶川飛行学校は、熊谷陸軍飛行学校（現
在の航空自衛隊熊谷基地）の分教場で、
昭和12年6月、当時の埼玉県北足立郡川

田谷村に建設された築79年の歴史を有する木造校舎群です。校
舎群は平成28年度に解体され、29年度に復元が予定されていま
す。歴史的建築物は、現在の建築基準法に適合しないので、「既
存不適格建築物」と呼ばれ、復元するにあたり、構造・防火・
採光・換気等の性能を現在の建築基準法に適合するよう検討し
ます。
そこで、復元後の構造安全性を評価するために、平成28年度
に予備試験を行いました。軸組壁は、校舎の柱間寸法により数
種類存在しますが、柱間1，600㎜のタイプAと柱間1，200㎜の
タイプDの2種類を選択し、それぞれ3体ずつ用意しました。
タイプAの3体では軸組壁を構成する部材相互の接合補強の
違いを、タイプDの3体は筋かい・方杖の方向性の違いを確
認しました。
試験方法は、試験フレームにセットした試験体の桁を油圧ジ
ャッキを用いて水平方向に押し引きします。
試験結果をグラフに示します。グラフの縦目盛は荷重（kN：
1kN≒1，000㎏）、横目盛は変形角（rad：試験体高さに対する

桁の水平変位）です。
タイプAの細いライ
ンは、接合補強を強固
にするにつれて荷重が
上昇しています。タイ
プDの太いラインで
は、筋かい・方杖の方
向性を違えても耐力に
大きな影響を生じさせ
ないこと、また、現在
の建築基準法に規定す
る断面寸法15×90㎜の
木製筋かい（倍率1）
と同等の性能を有する
ことが確認できました。
本年度に実施する本試
験では、この予備試験
の結果を参考にして、
試験体の種類・仕様を
決定します。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888333333333333333333333333回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

技能・職能の体感的教育システムの開発
製造学科 龍 前 三 郎 教授

龍前 三郎（りゅうまえ さぶろう）教授、工学博士 東京工業大学卒、同大学院理工学研究科、情報理工学研究科勤務、経済
企画庁経済研究所客員研究員、明治大学兼任講師。2002年ものつくり大学着任。日本生体医工学会、日本人間工学会などの会員
（連絡先：048‐564‐3839／ryumae@iot.ac.jp）

桶川飛行学校軸組壁の耐力性能
建設学科 小 野 泰 教授

小野 泰（おの やすし）教授、工学修士、関東学院大学大学院工学研究科建築学専攻修了。1983年4月㈶日本住宅・木材技術
センター試験研究所、2003年4月ものつくり大学。日本建築学会、NPO木の建築フォーラム、木質構造研究会などに所属。
（連絡先：048‐564‐3855／y_ono@iot.ac.jp）

写真1．仮想空間の旋盤での送りハンドル操作体感

左：桶川飛行学校軸組壁、右：試験状況

桶川飛行学校軸組壁（タイプA・D）抱絡線グラフ
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………209社
回収率……………………………38．0％

�業種内訳 �内製造業………………92社
�内非製造業 …………117社

�資本金別
�5000万円以下 ……………………103社
�5000万円超～1億円以下…………54社
�1億円超～3億円以下……………9社
�3億円超……………………………43社

企業経営動向調査（2017年度第2回〈17年7月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、17年4月比で
製造業は「＋3」の改善、非製造業は
「－3」の悪化となった。

�先行きについては、17年4月比で製造
業は「＋2」の改善、非製造業は「－
4」の悪化を見込む。

17年7月

9

11

7

9

10

8

17年4月

9

8

10

11

8

12

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、17年4月比で
製造業は「＋6」、非製造業は「＋9」
の改善となった。

�先行きについては、17年4月比で製造
業は「－6」、非製造業は「－1」の
悪化を見込む。

17年7月

3

－3

8

－5

－10

－2

17年4月

－5

－9

－1

－2

－4

－1

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、17年4月比で
製造業は「＋6」の改善、非製造業は
「－1」の悪化となった。

�先行きについては、17年4月比で製造
業は「－6」、非製造業「－2」の悪
化を見込む。

17年7月

10

4

14

4

1

6

17年4月

7

－2

15

7

7

8

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）17／4－6月期、7－9月期の上段の（ ）内の数値は17年4月調査時の見通し

�4－6月期の売上高DI は、1－3月期比で
製造業は「－28」、非製造業は「－19」の悪
化となった。

�今後の見通しについては、製造業・非製造業
とも2期連続（7－9期・10－12期）の改善
を見込む。

見 通 し

10－12

26

19

32

7－9

（14）
12

（18）
16

（10）
9

実 績

4－6

（－8）
－7

（－16）
－2

（－2）
－10

17／1－3

17

26

9

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�4－6月期の経常利益DI は、1－3月期比
で製造業「－22」、非製造業「－25」の悪化
となった。

�今後の見通しについては、非製造業は2期連
続の改善を見込むものの、製造業は10－12期
に7－9期比で若干の悪化を見込む。

見 通 し

10－12

15

6

21

7－9

（12）
4

（15）
9

（9）
1

実 績

4－6

（－7）
－10

（－9）
－8

（－6）
－11

17／1－3

14

14

14

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、17年4月
比で製造業は「＋1」の改善、非製造
業「－7」の悪化となった。

�先行きについては、17年4月比で製造
業は「－3」、非製造業は「－12」と
悪化しており、在庫不足感が強まると
思われる。

17年7月

－1

3

－5

－5

1

－11

17年4月

2

2

2

2

4

1

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、17年
4月比で製造業・非製造業いずれも「－
6」の悪化となった。

�先行きについては、17年4月比で製造
業は横這いながら、非製造業は「－7」
と悪化しており、生産・営業用設備の
不足感が強まると思われる。

17年7月

－9

－8

－9

－10

－9

－11

17年4月

－3

－2

－3

－7

－9

－4

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は17年4月比で製
造業「＋1」の改善、非製造業「－9」
の悪化となった。

�先行きについては17年4月比で製造業
は「－3」、非製造業は「－6」と悪
化しており、人手不足が今後も続くと
見込まれる。

17年7月

－29

－17

－39

－39

－29

－47

17年4月

－24

－18

－30

－34

－26

－41

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、17年4月比で
製造業は「＋3」、非製造業は「＋5」
の改善となった。

�先行きDI についても、17年4月比で
製造業は「＋2」、非製造業は「＋4」
と改善しており、資金繰りに繁忙感は
見られない。

17年7月

16

15

17

14

14

14

17年4月

12

12

12

11

12

10

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、17年4月比で
製造業は「＋6」、非製造業「＋5」
の改善となった。

�先行きについては、17年4月比で製造
業は「＋9」、非製造業は「＋5」と
改善しており、販売価格の上昇が今後
見込まれる。

17年7月

1

－5

6

2

－4

7

17年4月

－4

－11

1

－5

－13

2

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、17年4月比で
製造業は「－3」の悪化、非製造業は
「＋5」の改善となった。

�先行きについては、17年4月比で製造
業は「－9」、非製造業は「－1」と
悪化しており、製造業において仕入価
格低下が見込まれる。

17年7月

24

29

20

28

33

23

17年4月

23

32

15

32

42

24

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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九

競
業
避
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て

（
第
3
回
）

2

退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
合

意
の
有
効
要
件
は
何
か

㈠
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
合
意
の

問
題

従
業
員
に
対
し
て
、
事
業
主
が
退
職

後
に
お
い
て
も
当
該
事
業
と
競
業
関
係

に
あ
る
企
業
へ
の
転
職
を
禁
止
し
、
企

業
の
利
益
を
確
保
し
、
あ
る
い
は
退
職

後
、
競
業
他
社
に
就
業
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
営
業
秘
密
が
漏
れ
る
の
を
防
止
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
企
業
と
し
て
当
然

の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
方
に
お
い
て
は
、
労
働
者

に
は
憲
法
第
二
二
条
一
項
に
お
い
て
、

「
職
業
選
択
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
に
は
、
自

由
に
自
分
に
適
し
た
業
務
に
従
事
し
、

生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
労
働
者
と
し
て
は
、
自

分
の
能
力
、
技
術
、
経
験
を
よ
り
生
か

す
た
め
に
は
、
職
業
経
験
や
業
務
上
の

キ
ャ
リ
ア
を
有
す
る
前
の
企
業
と
同
種

の
企
業
に
就
業
し
、
同
種
の
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
が
有
利
で
あ
り
、
自
己
の

能
力
の
向
上
等
に
お
い
て
有
効
と
な
る
。

そ
こ
で
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
問
題

が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、「
労
働
者
は
、
労
働
契

約
の
存
続
中
は
、
一
般
的
に
は
、
使
用

者
の
利
益
に
著
し
く
反
す
る
競
業
行
為

を
差
し
控
え
る
義
務
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
な
さ
れ
た

場
合
に
は
、
就
業
規
則
の
規
定
（「
会

社
の
利
益
に
反
す
る
著
し
く
不
都
合
な

行
為
」
な
ど
）」
に
従
っ
た
懲
戒
処
分

や
損
害
賠
償
請
求
（
裁
判
例
と
し
て
、

エ
ー
プ
ラ
イ
事
件－

東
京
地
判
平
一

五
・
四
・
二
五
労
判
八
五
三
号
二
二
頁
）

が
な
さ
れ
う
る
。」、「
次
に
、
退
職
後

の
競
業
行
為
の
差
止
め
は
、
退
職
者
の

職
業
選
択
の
自
由
を
直
接
侵
害
す
る
措

置
な
の
で
、
競
業
制
限
の
合
理
的
理
由

が
認
め
ら
れ
、
合
理
的
な
範
囲（
期
間
・

活
動
、
等
）
内
で
の
競
業
制
限
特
約
が

存
在
す
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
特
約
を

根
拠
に
行
い
う
る
（
肯
定
例
は
、
フ
ォ

セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
事
件－

奈
良
地
判
昭

和
四
五
・
一
〇
・
二
三
判
示
六
二
四
号

七
八
頁
、
新
大
阪
貿
易
事
件－

大
阪
地

判
平
三
・
一
〇
・
一
五
労
判
五
九
六
号

二
一
頁
。
否
定
例
は
、
東
京
リ
ー
ガ
ル

マ
イ
ン
ド
事
件－
東
京
地
判
平
七
・
一

〇
・
一
六
労
判
六
九
〇
号
七
五
頁
）。」

（
菅
野
和
夫
『
労
働
法
第
十
一
版
補
正

版
』
一
五
三
頁
）
と
い
う
の
が
通
説
で

あ
る
（
第
1
図
参
照
）。

ま
た
、
第
1
図
の
と
お
り
、「
競
業

避
止
義
務
と
は
、
使
用
者
と
競
合
す
る

企
業
に
就
職
し
、
ま
た
は
自
ら
業
務
を

営
ま
な
い
義
務
を
い
い
、
守
秘
義
務
と

は
質
的
に
異
な
る
内
容
を
有
す
る
義
務

で
あ
る
。
前
記
の
と
お
り
、
守
秘
義
務

が
営
業
秘
密
の
侵
害
の
み
を
禁
止
し
、

そ
の
一
点
に
お
い
て
職
業

活
動
を
制
約
す
る
に
と
ど

ま
る
の
に
対
し
、
競
業
避

止
義
務
は
、
労
働
者
の
職

業
活
動
自
体
を
禁
止
す
る

義
務
で
あ
り
、
労
働
者
の

職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法

二
二
条
一
項
）
に
及
ぼ
す

制
約
効
果
が
高
い
。
し
た

が
っ
て
こ
こ
で
は
、
営
業

秘
密
等
の
保
護
（
知
的
財

産
法
の
要
請
）
と
職
業
選

択
の
自
由
（
労
働
法
の
要

請
）
と
の
調
整
と
い
う
視

点
が
よ
り
強
く
要
請
さ
れ

る
。」（
土
田
道
夫
『
労
働

契
約
法
第
二
版
』
七
一
〇

頁
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

判
例
上
も
「
も
っ
と
も
、

使
用
者
と
労
働
者
と
の
間

で
退
職
後
の
競
業
避
止
義

務
を
合
意
し
た
場
合
、
当

該
労
働
者
は
、
一
定
範
囲

の
業
務
に
つ
い
て
競
業
を

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
五
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２９
）

弁
護
士

安

西

�

第1図 退職後の競業避止義務の問題

�

連載
�
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禁
止
さ
れ
、
職
業
選
択
に
制
限
を
受
け

る
。
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
同
人

の
生
計
の
手
段
が
失
わ
れ
、
そ
の
生
活

が
困
難
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
加
え

て
、
使
用
者
の
業
務
に
関
し
て
競
争
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
で
市
場
の
独
占
を
招

き
、
一
般
消
費
者
の
利
益
が
害
さ
れ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
も
、
使
用

者
と
労
働
者
と
の
間
で
は
、
一
般
的
に

雇
用
の
可
否
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
使
用
者
が
優
越

的
な
地
位
に
あ
る
た
め
、
労
働
者
は
、

競
業
避
止
義
務
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
、
ま
た
、
労
働
者
は
、
必
ず

し
も
合
意
内
容
を
よ
く
理
解
せ
ず
に
競

業
避
止
義
務
を
定
め
る
合
意
を
す
る
こ

と
等
の
事
情
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ

と
に
か
ん
が
み
る
と
、
使
用
者
及
び
労

働
者
間
で
は
、
上
記
の
各
不
利
益
が
生

ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
無
限
定
に
競
業
避

止
義
務
を
定
め
る
合
意
を
有
効
と
解
す

る
の
は
相
当
で
な
く
、
競
業
の
制
限
が

合
理
的
か
つ
必
要
な
範
囲
を
超
え
る
場

合
、
当
該
合
意
は
、
公
序
良
俗
に
反
し

無
効
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

（
平
二
一
・
五
・
一
九
東
京
地
裁
判
決
、

日
興
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ツ
事
件
、
判
タ
一
三
一
四
号
二
一
八

頁
）
と
か
、「
一
般
に
労
働
契
約
終
了

後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約
は
、

競
業
行
為
に
よ
る
使
用
者
の
損
害
の
発

生
防
止
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
さ
れ

た
合
意
で
あ
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
目

的
の
た
め
に
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る

特
約
を
す
る
こ
と
自
体
を
不
合
理
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

労
働
契
約
終
了
後
は
、
職
業
選
択
の
自

由
の
行
使
と
し
て
競
業
行
為
で
あ
っ
て

も
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
原

則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
労
働
者
は
、
使
用

者
が
定
め
る
契
約
内
容
に
従
っ
て
付
従

的
に
契
約
を
締
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
立

場
に
立
た
さ
れ
る
の
が
実
情
で
あ
り
、

使
用
者
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
立
場
上

の
差
を
利
用
し
専
ら
自
己
の
利
益
の
み

を
図
っ
て
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特

約
を
約
定
さ
せ
る
者
が
な
い
と
は
い
え

な
い
か
ら

労
働
契
約
終
了
後
の
競
業

避
止
義
務
を
定
め
る
特
約
が
公
序
良
俗

に
反
し
て
無
効
と
な
る
可
能
性
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と

も
競
業
避
止
義
務
を
合
意
に
よ
り
創
出

す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
労
働
者

は
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
義
務
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
ら
使
用
者
の

利
益
確
保
の
た
め
に
特
約
に
よ
り
退
職

後
の
競
業
行
為
避
止
義
務
を
負
担
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
が
確
保
し
よ

う
と
す
る
利
益
に
照
ら
し
、
競
業
行
為

の
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
小
限
度
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
か
つ
、
右
競
業
行
為

禁
止
に
よ
り
労
働
者
の
受
け
る
不
利
益

に
対
す
る
充
分
な
代
償
措
置
を
執
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
公
序
良
俗
に
は
反
せ

ず
、
そ
の
合
意
は
有
効
で
あ
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。」（
平
一
二
・
一

二
・
一
八
東
京
地
裁
判
決
、
東
京
貸
物

社
事
件
、
労
判
八
〇
七
号
三
二
頁
）
と

い
う
の
が
一
般
的
な
考
え
方
と
な
っ
て

い
る
。

㈡
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
合
意
は

明
白
性
を
要
す
る

次
に
、
退
職
後
は
職
業
選
択
の
自
由

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
制
限
す
る
た
め

に
は
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
労

働
者
に
課
す
る
に
は
そ
の
合
意
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
明
白
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。

す
な
わ
ち
、「
競
業
避
止
義
務
の
法

的
根
拠
と
し
て
は
、
契
約
上
の
明
確
な

合
意
（
競
業
避
止
特
約
）
ま
た
は
就
業

規
則
規
定
が
必
要
と
な
る
。
守
秘
義
務

と
同
様
、
退
職
労
働
者
が
信
義
則
上
当

然
に
競
業
避
止
義
務
を
負
う
か
が
問
題

と
な
る
が
、
労
働
契
約
上
の
義
務
は
契

約
終
了
と
と
も
に
終
了
す
る
こ
と
、
競

業
避
止
義
務
が
職
業
選
択
の
自
由
に
対

し
て
強
い
制
約
を
有
す
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
明
示
の
根
拠
を
要
す
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
問
題
は
、
個
々
の
労
働

者
・
使
用
者
間
の
特
約
を
要
す
る
か
、

就
業
規
則
規
定
（
競
業
禁
止
規
定
）
で

足
り
る
か
で
あ
る
。
両
説
あ
り
う
る
が
、

私
は
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
よ
う

に
、
労
働
契
約
本
体
と
密
接
に
関
連
し
、

附
随
す
る
権
利
義
務
は
就
業
規
則
の
対

象
と
な
る
『
労
働
条
件
』（
労
働
契
約

法
七
条
）
に
該
当
す
る
と
解
す
る
立
場

か
ら
、
後
説
を
支
持
す
る
。」（
土
田
道

夫
前
掲
書
七
一
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
両
説
と
い
う
の
は
、
在

職
中
の
場
合
は
競
業
避
止
義
務
は
労
働

契
約
の
附
随
義
務
と
し
て
、
労
働
契
約

法
第
七
条
に
よ
っ
て
就
業
規
則
が
労
働

契
約
の
内
容
に
な
り
当
然
存
在
す
る
が
、

退
職
後
に
つ
い
て
は
労
働
契
約
が
存
在

し
な
い
以
上
こ
の
規
定
は
及
ば
ず
別
途

誓
約
書
等
に
よ
る
個
別
的
な
合
意
な
ど

明
示
的
な
特
約
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
認

め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、退
職
後
の
守
秘
義
務
・

競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
も
、「
こ
れ

ら
権
利
義
務
と
労
働
契
約
と
の
関
連
性

を
重
視
し
て
、『
労
働
条
件
』
該
当
制

を
認
め
つ
つ
、
合
理
性
判
断
を
厳
し
く

行
う
こ
と
が
妥
当
」
と
解
す
る
（
土
田

前
掲
書
一
六
六
頁
）
の
が
通
説
と
い
え

る
。こ

の
考
え
方
は
、
判
例
上
も
同
様
で

「
使
用
者
は
、
労
働
者
に
対
し
、
就
業

規
則
な
い
し
個
別
合
意
等
に
よ
り
業
務

上
の
秘
密
の
不
正
利
用
を
禁
ず
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
条
項
に
は

多
か
れ
少
な
か
れ
労
働
者
の
自
由
な
行

動
を
制
約
す
る
側
面
が
あ
り
、
し
か
も

本
来
、
雇
用
契
約
上
の
拘
束
を
受
け
な

い
は
ず
で
あ
る
退
職
後
の
行
動
を
制
約

す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
何
を
も
っ
て

秘
密
事
項
と
い
う
か
に
つ
い
て
は
、
本

来
、
就
業
規
則
な
い
し
当
該
個
別
合
意

等
に
よ
り
明
確
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
か

つ
、
労
働
者
の
行
為
（
と
り
わ
け
退
職

後
の
行
為
）
を
不
当
に
制
約
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
そ
の
秘
密
事
項
の
内
容

も
、
過
度
に
広
汎
に
わ
た
ら
な
い
合
理
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的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」（
平

二
四
・
三
・
一
三
東
京
地
裁
判
決
、

関
東
工
業
事
件
、
労
経
速
2
1
4

4
号
23
頁
）
と
か
、「
退
職
後
の

競
業
避
止
義
務
は
、
労
働
者
の
生

計
手
段
で
あ
る
職
業
遂
行
を
制
限

す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
本
来
、

当
該
労
働
者
が
新
た
な
職
業
に
就

く
上
で
最
も
有
力
な
武
器
と
な
る

職
業
経
験
上
の
蓄
積
を
活
用
す
る

こ
と
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
義
務
の
存
在
を
認
め

る
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
慎
重
さ

が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

必
ず
し
も
使
用
者
と
労
働
者
と
の

間
の
個
別
の
合
意
に
よ
っ
て
し
か

定
め
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、

就
業
規
則
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と

も
許
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
定

の
限
度
で
は
、
企
業
の
正
当
な
利

益
を
守
る
た
め
に
使
用
者
が
労
働

者
に
か
か
る
義
務
を
課
す
こ
と
が

避
け
ら
れ
な
い
し
（
例
え
ば
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
21

条
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に

対
し
、
従
業
者
に
対
す
る
監
督
を

義
務
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
離

職
後
に
個
人
情
報
を
流
出
さ
せ
る
こ
と

を
も
防
止
す
る
措
置
を
採
る
義
務
を
課

し
て
い
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。）、
か
か

る
義
務
に
つ
い
て
、
個
別
の
合
意
を
俟

た
ず
、
企
業
秩
序
維
持
の
た
め
に
画
一

的
に
義
務
を
課
す
必
要
性
も
否
定
し
難

い
か
ら
で
あ
る
。」（
平
二
一
・
一
〇
・

二
三
大
阪
地
裁
決
定
、
モ
リ
ク
ロ
事
件
、

労
判
一
〇
〇
〇
号
五
〇
頁
）
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
退
職
後
の
競
業

避
止
義
務
の
合
意
に
つ
い
て
は
、
就
業

規
則
で
あ
っ
て
も
有
効
で
あ
り
、
ま
た

個
別
的
な
合
意
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
（
第
2
図
参
照
）。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
と
お
り
、

就
業
規
則
に
お
け
る
在
職
中
の
競
業
避

止
義
務
は
、
退
職
後
は
労
働
契
約
が
な

い
の
で
及
ば
な
い
と
の
説
も
あ
る
の
で
、

こ
れ
に
関
し
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
就
業
規
則
で
「
退
職
後
の
競

業
避
止
義
務
」
を
定
め
て
お
く
だ
け
で

な
く
、
加
え
て
退
職
に
当
た
っ
て
、
退

職
後
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
に
つ
い

て
詳
し
い
条
件
を
定
め
た
「
誓
約
書
」

等
の
特
約
を
定
め
て
労
働
者
の
合
意
を

得
て
お
い
た
方
が
良
い
と
い
え
る
。

最
近
、
発
達
障
害
等
を
有
す
る
労
働
者
を

め
ぐ
る
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
採
用
時
に
は
分
か
ら
な
い
で
、

採
用
後
職
場
に
配
属
し
た
後
に
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ず
、
意
思
決
定
を

含
め
周
り
の
人
と
同
調
困
難
で
、
他
人
の
話

が
聞
け
な
い
た
め
仕
事
を
委
せ
ら
れ
ず
、
自

分
勝
手
な
た
め
上
司
や
同
僚
と
衝
突
を
繰
り

返
す
一
方
で
、
病
識
が
な
い
の
で
、
対
応
が

困
難
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

平
成
二
五
年
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改

正
で
、「
障
害
者
」
の
定
義
が
改
め
ら
れ
、「
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
（
発
達
障
害
を
含

む
。）
そ
の
他
の
心
身
の

機
能
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

長
期
に
わ
た
り
、
職
業
生

活
に
相
当
の
制
限
を
受
け
、

又
は
職
業
生
活
を
営
む
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
者
を
い
う
」（
法
第
二

条
一
号
）
と
さ
れ
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学

習
障
害
、
注
意
欠
陥
障
害
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
症
状
を
有
す
る
者
も
同
法
上
の
障
害
者

と
さ
れ
た
。

改
正
法
で
は
、「
事
業
主
は
、
障
害
者
で

あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
障
害
者
で
な
い
労

働
者
と
の
均
等
な
待
遇
の
確
保
又
は
障
害
者

で
あ
る
労
働
者
の
有
す
る
能
力
の
有
効
な
発

揮
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る

た
め
、
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
で
あ
る
労
働

者
の
障
害
の
特
性
に
配
慮
し
た
職
務
の
円
滑

な
遂
行
に
必
要
な
設
備
の
整
備
、
援
助
を
行

う
者
の
配
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
主
に

対
し
て
過
重
な
負
担
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。」（
第
三
六

条
の
三
）
と
の
「
合
理
的
配
慮
義
務
」
が
規

定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
「
事
業
主
が
講
ず

べ
き
指
針
」（
平
成
二
七
年
厚
労
告
示
一
一

七
号
）
が
定
め
ら
れ
、「
発
達
障
害
」
に
関

し
て
は
採
用
後
に
判
明
し
た
場
合
に
は
、
事

業
主
は
労
働
者
が
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
雇

入
れ
時
ま
で
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し

た
際
に
、
事
業
主
は
、
当
該
障
害
者
に
対
し
、

遅
滞
な
く
対
応
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供

義
務
」
を
負
う
。

「
合
理
的
配
慮
の
内
容
」
と
し
て
、「
発

達
障
害
」に
関
し
て
は
、
そ
れ
が「
採
用
後
」

の
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

・
業
務
指
導
や
相
談
に
関
し
、
担
当
者
を
定

め
る
こ
と
。

・
業
務
指
示
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
し
、

指
示
を
一
つ
ず
つ
出
す
、
作
業
手
順
に
つ

い
て
図
等
を
活
用
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
等
の
対
応
を
行
う
こ
と
。

・
出
退
勤
時
刻
・
休
暇
・
休
憩
に
関
し
通
院
・

体
調
に
配
慮
す
る
こ
と
。

・
感
覚
過
敏
を
緩
和
す
る
た
め
、
サ
ン
グ
ラ

ス
の
着
用
や
耳
栓
の
使
用
を
認
め
る
等
の

対
応
を
行
う
こ
と
。

・
本
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
上
で
、

他
の
労
働
者
に
対
し
、
障
害
の
内
容
や
必

要
な
配
慮
等
を
説
明
す
る
こ
と
。

し
か
し
、
職
場
で
の
仕
事
が
困
難
で
職
場

秩
序
が
保
て
な
い
場
合
で
も
、
と
に
か
く
配

慮
し
て
雇
用
を
継
続
す
べ
き
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、「
雇
用
安
定
義
務
や
合
理
的
配

慮
の
提
供
義
務
は
、
使
用
者
に
対
し
、
障
害

の
あ
る
労
働
者
の
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
を
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
ろ
う
と
も
、

労
務
の
提
供
と
し
て
常
に
受
け
入
れ
る
こ
と

ま
で
を
要
求
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。」

（
東
京
地
裁
判
決
、平
成
二
七
・
七
・
二
九
）

と
さ
れ
て
い
る
。

発
達
障
害
の
社
員
へ
の

合
理
的
配
慮
義
務

弁
護
士

安
西

�
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「
正
社
員
化
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

埼
玉
県
中
小
企
業
制
度

融
資
の
御
案
内

「
女
性
活
躍
の
た
め
の
働
き
方

改
革
実
践
講
座
」参
加
者
募
集

若
手
社
員
の�
も
の
づ
く
り
�技
能

向
上
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

平
成
29
年
度
後
期
技
能
検
定

試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

に
県
が
講
師
を
派
遣
し
ま
す

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

県
で
は
、
10
月
の
正
社
員
化
推
進
月
間

に
合
わ
せ
て
、
企
業
（
経
営
者
、
人
事
労

務
担
当
者
等
）
及
び
勤
労
者
を
対
象
に
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。
企
業

の
人
材
確
保
や
非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員

転
換
な
ど
に
御
関
心
の
あ
る
方
は
、
是
非
、

御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
内
容

①
基
調
講
演
「
人
口
減
少
下
で
生
き
残
る

企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
策
」

内
閣
府
地
域
働
き
方
改
革
支
援
チ
ー
ム

委
員

渥
美

由
喜

氏

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
転
換
、
処

遇
改
善
等
に
よ
る
人
材
の
確
保
・
育
成
」

㈱
ハ
イ
デ
イ
日
高
、
三
州
製
菓
㈱
、
埼

玉
労
働
局
、
連
合
埼
玉

�
日
時

平
成
29
年
10
月
19
日
㈭

14
時
〜
16
時
30
分

�
場
所

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
（
南
浦
和
駅
西
口
徒

歩
7
分
）

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a

0808/seishain‐top.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
6
）

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
に
事
業
に

必
要
な
資
金
を
円
滑
に
調
達
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

県
が
金
融
機
関
に
利
子
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
金
融
機

関
か
ら
低
い
利
率
で
融
資
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
、県
が
推
進
す
る「
多
様
な
働

き
方
実
践
企
業
」や「
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
宣

言
企
業
」
の
認
定
等
を
受
け
て
い
る
企
業

に
対
し
、
利
率
を
優
遇
し
た「
事
業
資
金
・

働
き
方
改
革
企
業
優
遇
貸
付
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
認
定
を
受
け
て
い
る
企
業
の
方

で
、
事
業
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
を
お

考
え
の
方
は
、
是
非
、
御
相
談
く
だ
さ
い
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
、
金
融
機
関
及
び

信
用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0805/seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

育
休
対
応
時
の
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
。

い
ま
求
め
ら
れ
る
働
き
方
改
革
の
課
題

に
切
り
込
み
、
具
体
的
な
対
応
方
法
を
お

伝
え
し
ま
す
。
是
非
、
御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
程

⑴
10
月
18
日
㈬
「
育
休
対
応
時
の
職
場
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」

⑵
11
月
21
日
㈫
「
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
へ
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
」

※
各
日
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

�
場
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

�
対
象

県
内
企
業
の
経
営
者
、
管
理
職
、

人
事
担
当
者
等

�
費
用

無
料

※
詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.saitam

a‐np.co.jp/ki
jikokoku/wom

enom
ics/jissen.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
新
聞
社

※
県
の
事
業
受
託
者

（
0
4
8
―
7
9
5
―
9
9
3
2
）

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

県
で
は
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
な
ど
の

技
能
競
技
大
会
へ
の
出
場
、
上
位
入
賞
を

目
指
す
若
手
技
能
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

製
造
、
建
築
、
塗
装
、
造
園
な
ど
様
々

な
業
種
の
事
業
所
に
熟
練
技
能
士
を
無
料

で
派
遣
し
、
県
内
中
小
企
業
の
若
手
社
員

向
け
の
集
中
訓
練
を
行
い
ま
す
（
訓
練
内

容
、
日
数
、
時
間
帯
な
ど
は
御
相
談
に
応

じ
ま
す
）。

訓
練
に
使
用
す
る
材
料
や
会
場
な
ど
の

支
援
も
行
い
ま
す
の
で
、
社
員
の
技
能
向

上
に
、
是
非
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
技
能
士
会
連
合
会

※
県
の
事
業
受
託
者

（
0
4
8
―
8
3
3
―
5
9
2
3
）

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

技
能
検
定
は
、
様
々
な
職
種
で
働
く
人

の
技
能
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、

企
業
や
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
技
能
の
向

上
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
、
35
歳
未
満
で
実
技
試
験
の

2
級
又
は
3
級
を
受
検
す
る
方
の
受
検
手

数
料
を
9
�
0
0
0
円
減
額
し
ま
す
。

受
検
す
る
た
め
に
は
、
等
級
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
受
検
資
格
が
必
要
で
す
。
受
検

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
県
内
各
所
で
配

布
す
る
受
検
案
内
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

�
試
験
日
程

平
成
29
年
12
月
〜
30
年
2

月
（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

�
受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5

埼
玉
県

浦
和
合
同
庁
舎
5
階
）
他

�
受
検
申
請
受
付
期
間

10
月
2
日
㈪
〜

13
日
㈮
に
同
協
会
へ
提
出

�
受
検
手
数
料
（
各
等
級
共
通
）

・
学
科
試
験
の
み

�

3
�
1
0
0
円

・
実
技
試
験
の
み

�
1
7
�
9
0
0
円

・
実
技
と
学
科
両
方
�
2
1
�
0
0
0
円

※
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
35
歳
未
満
の

方
は
、
2
級
及
び
3
級
の
実
技
試
験
の

受
検
手
数
料
を
9
�
0
0
0
円
減
額
し

ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

・
受
検
申
請
に
つ
い
て

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

http
://w

w
w.saitam

a‐vada.or.jp/

・
技
能
検
定
制
度
全
般
に
つ
い
て

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0811/kentei/index.htm

l

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
講

師
派
遣
に
よ
る
在
職
者
向
け
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
の
社
内
環
境
や
使
い
慣
れ
た
機

械
で
技
術
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
入
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
育
、

各
種
検
定
受
検
対
策
な
ど
に
、
是
非
、
御

活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
分
野

機
械
操
作
、溶
接
、Ｃ
Ａ
Ｄ
、

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、介
護
ス
キ
ル
、業
務
改
善

な
ど
様
々
な
分
野
の
講
習
が
可
能
で
す
。

�
定
員

3
人
以
上
（
最
大
人
数
は
講
習

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

�
講
習
時
間
等

1
講
習
当
た
り
12
〜
30

時
間
（
御
要
望
に
応
じ
て
実
施
日
や
時

間
を
設
定
可
能
で
す
。）

�
受
講
料

1
人
当
た
り
2
�
0
0
0
円

〜
（
材
料
費
・
テ
キ
ス
ト
代
等
は
、
企

業
で
御
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
労
働
法
や
労
働
関
係
の
身
近

な
問
題
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
県
内
各

地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
無
期
転

換
ル
ー
ル
へ
の
対
応
と
実
務
上
の
諸
問

題
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募

集
中
で
す
。

�
日
時

11
月
1
日
㈬
14
時
〜
16
時

�
場
所

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

（
北
与
野
駅
徒
歩
1
分
）

�
内
容

・
無
期
転
換
ル
ー
ル
導
入
の
背
景

・
企
業
と
し
て
の
対
応
例

な
ど

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0808/rodosem

inar/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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成成立立

10月1日以降、871円
埼玉県最低賃金は、10月1日以降871円となり

ます。
最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の賃

金支払能力等を総合的に勘案した上で決定される
もので、平成29年度は徹底した調査・審議を重ね
た結果、871円となり、平成27年度と比較します
と25円の引き上げとなりました。
時間額 871円

引上額 26円
引上率 3.08％

〈注意していただくこと〉
1．適用する地域……埼玉県の区域
2．適用する使用者
……前号の地域内で事業を営む使用者

3．適用する労働者
……前号の使用者に使用される労働者

4．この最低賃金において賃金に算入しないもの
……精皆勤手当、通勤手当及び家族手当

5．「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具
製造業」、「輸送用機械器具製造業」、「光学機
械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、「各
種商品小売業」及び「自動車小売業」につい
ては、別途特定（産業別）最低賃金が適用さ
れます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話048－600－
6205）または最寄の労働基準監督署へお問い合わ
せください。

埼玉県の最低賃金の改定

過去5年間の最低賃金額の状況
年度 25 26 27 28 29

最低賃金・時間額 785円 802円 820円 845円 871円

引上額・
引上率

14円・
1．82％

17円・
2．17％

18円・
2．24％

25円・
3．05％

26円・
3．08％

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

平成29年度地域別最低賃金額（時間額）の状況

都道府県名
最低賃金額 引上額

都道府県名
最低賃金額 引上額

都道府県名
最低賃金額 引上額

時間額 時間額 時間額 時間額 時間額 時間額
北海道 810 24 石 川 781 24 岡 山 781 24
青 森 738 22 福 井 778 24 広 島 818 25
岩 手 738 22 山 梨 784 25 山 口 777 24
宮 城 772 24 長 野 795 25 徳 島 740 24
秋 田 738 22 岐 阜 800 24 香 川 766 24
山 形 739 22 静 岡 832 25 愛 媛 739 22
福 島 748 22 愛 知 871 26 高 知 737 22
茨 城 796 25 三 重 820 25 福 岡 789 24
栃 木 800 25 滋 賀 813 25 佐 賀 737 22
群 馬 783 24 京 都 856 25 長 崎 737 22
埼 玉 871 26 大 阪 909 26 熊 本 737 22
千 葉 868 26 兵 庫 844 25 大 分 737 22
東 京 958 26 奈 良 786 24 宮 崎 737 23
神奈川 956 26 和歌山 777 24 鹿児島 737 22
新 潟 778 25 鳥 取 738 23 沖 縄 737 23
富 山 795 25 島 根 740 22 全国平均 848 25

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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告

知

版

七
月
一
八
日
〜
九
月
二
五
日

◆
七
・
一
八

二
〇
一
七
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
国
際
会
議
室
）

◆
七
・
一
九

人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
二
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
〇

第
一
四
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
）

◆
七
・
二
五

部
下
の
ほ
め
方
・
叱
り
方（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
六

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

第
四
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
三
一

人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
三
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
一

営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
八

労
働
問
題
実
務
対
応
第
二
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第

五
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
四

第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
六

変
革
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
七

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
八

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第

六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
一

社
長
塾
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
二

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
一

社
長
塾
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
五

労
働
問
題
実
務
対
応
第
三
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

★
問
題
解
決
力
向
上
研
修
第
一
・
二
講

日
時

一
〇
月
三
日
㈫
（
第
一
講
）・
三
〇

日
㈪
（
第
二
講
）
九
時
三
〇
分
〜
一

六
時
五
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

問
題
解
決
力
を
向
上
さ
せ
、
成
果
を

生
み
出
す
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

講
師

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

河
邊
議
導
氏

★
社
長
塾
第
三
講

日
時

一
〇
月
一
〇
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

ゆ
と
り
世
代
の
育
成
と
リ
テ
ン
シ
ョ

ン
戦
略

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時

一
〇
月
一
六
日
㈪
・
一
八
日
㈬
九
時

三
〇
分
〜
一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、
よ
り

良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
考
え

方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
意
欲
の
向
上
を
計
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
第
四
講

日
時

一
〇
月
一
九
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

�
問
題
社
員
�
の
法
的
対
応
と
実
務

対
策
〜
問
題
社
員
を
放
置
し
な
い
た

め
の
ケ
ー
ス
別
実
務
対
策
〜

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
パ
ー

ト
ナ
ー
弁
護
士

安
藤
源
太
氏

★
社
長
塾
第
四
講

日
時

一
〇
月
二
〇
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

「
社
会
人
基
礎
力
」
を
全
社
員
に
根

付
か
せ
る
方
法

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏

★
理
事
会
・
臨
時
総
会

日
時

一
〇
月
二
六
日
㈭
一
四
時
三
〇
分
〜

一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

講
師

㈱
ナ
ズ
ー
代
表
取
締
役

ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ナ
ズ
ー
院
長

並
木

磨
去
光
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
第
五
講

日
時

一
〇
月
二
七
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

有
期
契
約
社
員
の
契
約
対
応
実
務

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
ヴ
ァ

イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

塚
越
賢

一
郎
氏

★
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
一
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
超
ス
マ
ー
ト
社

会
�Society5.0

�
と
は
？
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の

ト
レ
ン
ド
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
が
提
供
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス

★
社
長
塾
第
五
講

日
時

一
一
月
二
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

〈
タ
イ
プ
別
〉「
問
題
社
員
」
を
精

鋭
に
変
え
る
！

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏

★
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
第
一
講

日
時

一
一
月
六
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
〜
ワ
ー
ク

と
ラ
イ
フ
の
将
来
設
計
へ
の
ヒ
ン
ト

講
師

㈱
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
代
表
取
締
役

内

田
ひ
と
み
氏

★
よ
く
わ
か
る
経
営
戦
略
第
一
講

日
時

一
一
月
九
日
㈭
九
時
三
〇
分
〜
一
六

時
五
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

各
種
環
境
分
析
手
法
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
、
経
営
戦
略
を
立
案
す
る

講
師

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

高
井
幹
雄
氏

★
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
一
三
日
㈪
一
〇
時
〜
一
六
時

三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

給
与・賞
与
計
算
の「
仕
組
み
と
流
れ
」

を
把
握
し
、
年
末
調
整
に
備
え
る
！

講
師

税
理
士
・
公
認
会
計
士
飯
野
浩
一
氏

★
よ
く
わ
か
る
経
営
戦
略
第
二
講

日
時

一
一
月
二
〇
日
㈪
九
時
三
〇
分
〜
一

六
時
五
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
考
を
学
び
、
経

営
計
画
、
部
門
施
策
を
策
定
す
る

講
師

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

高
井
幹
雄
氏

★
社
長
塾
第
六
講

日
時

一
一
月
二
一
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

〈
ド
ラ
ッ
カ
ー
流
〉
強
い
会
社
を
つ

く
る
経
営
者
の
条
件

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏

★
第
2
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
一
月
二
八
日
㈫
一
三
時
三
〇
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

「
共
生
社
会
」
実
現
へ
の
道
〜
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
と
東
京
二
〇
二
〇

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
て

講
師

日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

副

委
員
長

髙
橋
秀
文
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
第
六
講

日
時

一
一
月
二
九
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
め
ぐ
る
企

業
の
法
的
責
任
と
実
務
対
応

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
パ
ー

ト
ナ
ー
弁
護
士

山
口

毅
氏

★
よ
く
わ
か
る
経
営
戦
略
第
三
講

日
時

一
一
月
三
〇
日
㈭
九
時
三
〇
分
〜
一

六
時
五
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

経
営
計
画
、
部
門
施
策
を
実
行
す
る

た
め
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
つ
い
て

学
ぶ

講
師

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

高
井
幹
雄
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

Ａ
ｔ
ｏ
ｓ
㈱

代
表
取
締
役

渡
邊

直
也

加
須
市
琴
寄
一
一
五
―
二

電
話
〇
四
八
〇
―
五
三
―
七
一
六
七

（
資
）
四
千
九
百
万
円

（
従
）
一
五
名

建
設
業
、
土
木
工
事

㈱
大
広
電
気

代
表
取
締
役

熊
田
弘
信

八
潮
市
中
央
二
―
一
―
一
七

電
話
〇
四
八
―
九
九
五
―
八
二
〇
〇

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
二
〇
名

電
気
工
事
業

戸
田
中
央
医
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